（様式第４号）                                                  　　    　      ㊙
厚 生 労 働 大 臣 賞・文 部 科 学 大 臣 賞 推 薦 書
                                                                                               　　　　　　　　 　　　推薦箇所名
 （ご担当者）

住所 〒　 　　　　　　　　　　　　  　　　　　        
電話
（　厚生労働大臣賞　・　文部科学大臣賞　）←対象区分すべてに〇をして下さい。両賞の同時推薦が可能です。
対象区分に関わらず太枠内は全て記入して下さい（両面）。
	ふりがな
氏　　　名
※注１
	                              男
　
                              女
	現
住
所
	〒
 電話

	生年月日
※2020(令和2)年
4 月 1 日 現 在
	       　   年　　月　　日生
              （満　　　歳）
	
	

	職　業　等
	１．会社員　　２．公務員　　３．自営業 
４．その他[ア．主婦 イ．無職(退職者) ウ．その他(          　     )]

	朗読録音奉仕活動開始年月
	年     　月

	2020(令和2)年3月末日までの経過年数※注２
	年　　　ヶ月

	全国表彰の受賞年度
	　　　　年度（第　　　　回）

	推薦理由


	録音図書の主な利用先


※　下記URLから当様式のダウンロードが可能です。よろしければ、ご活用下さい。
　　　http://www.kousaikai.or.jp/tsudoi/roudoku-download/
（注１）　氏名は楷書で記入し、旧字体の場合は旧字体のまま略さず正確にご記入下さい。
（推薦書の記載に基づき、賞状等のお名前を記載いたしますので、ご注意下さい。）
（注２）　経過年数欄には、活動開始月を含まずに開始月の翌月から算出した年月数を記載して下さい。
（注３）　年号の記入は、可能な限り西暦でお願い致します。
（推薦にあたっての留意点）
１ 被推薦者は現在も引き続き朗読録音奉仕活動を行っている方に限ります。
２ 過去に朗読録音奉仕を事由とするボランティア功労者に対する大臣表彰もしくは感謝状、又は叙勲、褒章もしくは本行事における厚生労働大臣賞・文部科学大臣賞を受けた方は対象外とします。
（添付するもの）※本行事における選考及び表彰式典においてのみ使用します
１ 5年以内に製作した録音図書
２ 5年以内に製作した録音図書について、その録音されている部分の活字図書5～6頁分の写し
※裏面あり
	特に好評な録音図書名
	一般書
	①図書名

	著者名

	
	
	②図書名

	著者名


	
	専門分野
	①図書名

	著者名

	
	
	②図書名

	著者名

	2020年3月末日現在
	①一般書の録音図書タイトル数
　　　　　及び朗読録音時間　※注５
	タイトル
	時間　    分

	
	②専門分野の
録音図書
タイトル数
及び　　　　朗読録音時間
※注５、注６
	分　野　

（下記 注６に基づき記載）
	タイトル数
	朗読録音時間数

	
	
	
	タイトル
	時間　　分

	
	
	
	タイトル
	時間　　分

	
	
	
	タイトル
	時間　　分

	
	
	
	タイトル
	時間　　分

	
	
	
	タイトル
	時間　　分

	
	
	合　計
	タイトル
	時間　　分

	
	総録音時間数     　　         　　　　　　　　　　　 時間  　　分　　　（①+②）
総タイトル数（朗読録音した図書名数）          　　　　　　      タイトル（①+②）

	備  考
※注７
	


以下について、被推薦者本人の同意を確認のうえ左欄にチェックを記入し、右欄に担当者名を記載または押印のうえご提出下さい。
	チェック
	
	推薦書と録音図書の内容に誤りはありません。

	
	
	被推薦者は現在も引き続き朗読録音奉仕活動を行っています。

	
	
	被推薦者は過去に朗読録音奉仕を事由とするボランティア功労者に対する大臣表彰もしくは感謝状、又は叙勲、褒章もしくは当行事における厚生労働大臣賞・文部科学大臣賞を受けていません。

	
	
	主催者は、当行事における選考資料及び受賞決定後の報道資料として、推薦書の個人情報に関わる項目（氏名、年齢、居住市町村名）を使用いたします。


（注５）　活動を始めてから2020（令和2）年3月末日現在までの実績をそれぞれ記入して下さい。
・新聞は、原則として朗読録音奉仕活動の対象外とします。但し、連載物(小説・社説・コラム等)で録音図書とし

ての意味合いがあるものについては可とします。

・対面朗読については、朗読録音奉仕活動の対象外となります。

・広報誌等で複数の方が朗読をした場合、原則としてその方が朗読をした時間数のみとしますが、時間数が不明で、各人がほぼ均等に朗読をしている場合は、全体の録音時間数を人数割で算出しても差しつかえありません。

・推薦箇所以外での奉仕実績があれば時間数を加算して下さい。
（注６）　以下の専門書の分野ごとにタイトル数及び朗読録音時間数をそれぞれ記入し、一番下の欄に合計タイトル数及び時間を記入して下さい。朗読録音時間数は時間と分で記入して下さい。
　　　　　・専門書とは、高等学校及び特別支援学校（視覚障害）の教科に基づき、「国語、地理歴史、公民、数学、理科、保健体育、芸術、外国語、家庭、情報等、三療等医学」の分野とします。啓蒙書、ハウツーもの類も専門図書に含めて差しつかえありません。

（注７）　備考欄には、その他参考になるべき事項があれば記入して下さい。
確認済














